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はじめに 

 文化消費傾向について、階級や階層と文化との

関係は、これまで世界中で議論されてきた。私た

ちが普段消費している映画や音楽などの文化は、

平等に消費されているのであろうか。研究はフラ

ンスやイギリス、アメリカなどさまざまな国でな

されているが、階級社会の名残がいまだに残って

いる欧州や、地域や人種によって生活様式や考え

方が分かれているアメリカでの議論が中心となっ

ている。 

 では、我が国日本はどうなのであろうか。階級

社会が根付いているわけでもないし、人種が明確

に分かれている国でもない。では日本は文化的に

平等で、文化を規定されずに好きなように、自由

に選択することができているのであろうか。 

 また、海外で暮らす日本人にとって、自身が日

本人であるということをどの程度意識しながら生

活しているのかについても調査していく。また、

彼らのアイデンティティはどのように形成されて

いったのだろうか。昨今はアイデンティティを確

立することが非常に難しくなっている。特に電子

メディアの影響などが強くなっている近年は、国

民全体が共通の幻想を抱くことが難しくなってい

る。その中で形成されるアイデンティティの形

も、より国や国民の境を越えたものとなっている

のではないだろうか。このような観点から、英国

に暮らす日本人を対象にインタビューとアンケー

ト調査を行い、その結果について本稿では論じて

いく。 

 

1.文化消費傾向について 

 1-1 ブルデューの「ディスタンクシオン」概念 

 階層と文化という議論を活発にさせたのは、フ

ランスで同調査を行った社会学者ピエール・ブル

デューである。ブルデューは、他者と自己を区別

することを「ディスタンクシオン」とし、趣味と

いう一見完全に個人の自由な判断に委ねられてい

るかに見える領域においても、その個人の属する

階級もしくは集団に選択を規定し方向づけられて

おり、そこには他集団との違いを際立たせようと

する卓越化の戦略が介入するとしている

（Bourdieu 1979=1989）。 

 

 1-2 「ユニボア」と「オムニボア」 

 ディスタンクシオンをめぐる議論は、フランス

をはじめとしてさまざまな国で行われている。リ

チャード・A ・ピーターンンは、調査によって威信

の高い職に就く人々はクラシックなど高尚な音楽
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ジャンルを好むとともに、幅広い音楽を好むとい

う雑食傾向にあるということ、反対に威信の低い

職に就く人々は特定の音楽ジャンルだけを好み、

排他的に音楽ジャンルを消費する傾向にあるとい

うことを明らかにした。また、ピーターンンは、

ジャンルを幅広く好む雑食性の人々を文化的オム

ニボア、特定のジャンルのみ好む層を文化的ユニ

ボアという概念で表した（Peterson 1992）。 

 また、南田勝也は、多種多様なジャンルを嫌わ

ないこと、すなわちオムニボアが文化的卓越者で

あることの証であると結論付けている（南田 

2007）。 

 

1-3 イギリスでの研究 

 イギリスでの先行研究では、トニー・ベネット

らがイギリスでブルデュー議論に関する調査を行

った。ベネットらによると、イギリス人の専門職

=幹部階級、中産階級の特徴として、幅広い文化

的関与の傾向をもつこと、そして労働者階級は正

統文化への関与の欠如と嫌悪が見られたことを結

論としてあげている（Bennett et al 

2009=2017）。イギリスでは、階級によって文化消

費傾向が違うが、単にハイカルチャー＝幹部階級

なのではなく、幹部階級・中産階級はオムニボア

傾向であること、労働者階級は正統文化を好まな

いユニボア傾向であることがわかる。日本ではど

うであろうか。 

 

 1-4 日本での研究 

 日本での代表的な研究として、SSM95 年全国調

査から分析を行った片岡栄美の研究が挙げられる。

片岡は、日本人の大多数の文化消費傾向を特定す

ることに成功している。 

 

オムニボア層は量的にみて最も多く、全

体の 54.0%を占めている。日本人の約半

数は、ハイカルチャーから大衆文化まで

の多面的な文化消費をおこなう文化的オ

ムニボアであるといえよう。（片岡 

2019:130-2） 

 

 日本人は、半数以上が幅広い趣味・ジャンルを

好むということが読み取れる。日本でのブルデュ

ー議論をめぐる調査から、日本でも欧米と似たよ

うな傾向にあり、そして欧米よりもオムニボア層

が多く、文化的に大衆化した社会であるというよ

うな印象を持つだろう。ではイギリスに滞在して

いる日本人はどのような文化消費傾向にあるのだ

ろうか。この問いから、イギリスでの調査をする

ことになった。 

 

1. アイデンティティについて 

 2-1 アイデンティティとは 

 アイデンティティとは非常に定義の難しい言葉

である。相良は、『日本・日本語・日本』（新潮選

書）の中で、森本がアイデンティティを「自覚」

と訳したことに一定の賛同を示しつつ、個々のア

イデンティティが対立するものであり、それが争

いの原因となるのであれば、アイデンティティは

「自覚」という意味以上の、人間の生存に関わる

意味を持つと述べ、「自己主張」、「誇り」、「生き

がい」、「帰属意識」などと訳すことで紛争や抗争

の主たる原因の 1つであることが理解できるとし

ている(岩崎ほか 2007:10-14)。また、岩崎は精

神科医であるレイン（Laing,R.D.）が『自己と他

者』（みすず書房）の中で、「自己のアイデンティ

ティとは、自分が何者であるかを、自己に語って

聞かせる説話（ストーリー）である」と定義した

ことを受け、アイデンティティを「自分を規定す

る取り組み」として、個人に完結するものだけで

はなく他者からの影響まで含めて広く定義してい

る(岩崎ほか 2007:19)。また、末広はエリクンン

が『幼児期と社会 2』(みすず書房)で「自我アイ

デンティティ」を定義したことをもとに、「自己

アイデンティティ」との差異を述べ、異文化接触

の際に「自我アイデンティティ」が重視されると

し、「自我アイデンティティ」を「積極的なアイ

デンティティ」または「能動的なアイデンティテ

ィ」と言い換え、「自我の欲求と社会的規範の間

に立ち、それぞれを能動的かつ主体的に選び取
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り、さらに自己の中にそれらをうまくバランスよ

く統合できる力を持っている状態」と定義づけた

（末弘 2006:64-75）。 

 本稿では、イギリス社会の中で暮らす日本人に

焦点をあてた調査を行う。イギリス社会に生きる

日本人がコミュニティに何を求めているのかに加

え、日本についての感情の変化について調査を行

うこととなり、すなわちそれは他者と自身との区

別を明確に意識づけることとなる。そのため、こ

こではアイデンティティを「他者を顧みて、自分

とは何かを積極的に規定していく取り組み」と定

義する。 

 

2-2 現代社会におけるアイデンティティ 

 岩崎が指摘するように、アイデンティティとい

う言葉が文化、性、民族、職業などさまざまな文

脈で用いられ、新聞や雑誌などのメディアに用い

られることも非常に多くなっており、それは現代

社会において自分を規定することが難しい状況が

生じているためである。加えて岩崎は現代におい

てアイデンティティ確立が難しくなっている要因

を 3つに分けて分析している。一つ目は、ポスト

モダンの社会構造である。高度成長期の「成長神

話」や一億総中流化のような、「進歩」や「理性」

といった大きな物語を社会全体で共有することが

難しくなり、それに依拠できないために自分自身

の在り方を問い続け、個人が小さな物語を紡ぐ必

要があるとしている。二つ目は、アイデンティテ

ィ確立の引き伸ばしである。成人の仲間入りをす

る社会学習の期間が長くなり、青年期以降もアイ

デンティティのゆらぎが生じ、変容していくよう

になっているとしている。三つ目は、ポストモダ

ン社会に対応したアイデンティティの特徴である。

現代社会を生きていくうえでは、匿名性や感情労

働などで自己欺瞞などを行うこととなり、本来の

自己を語りづらくなってきている。その中で、自

分を維持し、自己のストーリーを持つ能力が求め

られているとしている（岩崎ほか 2007:21-26）。 

 

3.現地での調査概要 

調査期間:2023 年 7月 23 日〜8月 21 日 

調査場所:イギリス・ロンドン 

調査方法:インタビュー、アンケート 

調査人数:インタビュー5人、アンケート 96人 

 

 インタビュー調査は、半構造化でロンドン市内

にて５名に対して 1人につき約 1時間実施した。

詳細については 4章に記載する。 

 

 アンケート調査は、google form を用いて行っ

た。集計に関しては、日本人コミュニティである

The London Connect 主催のイベントに参加し、参

加者に直接依頼する形に加え、街頭での声掛けや

在英日本人専門サイトでの呼びかけによるもので

あり、地域や属性に若干の偏りが生じていること

には留意したい。性別に関しては、女性 51%、男

性 48%、その他 1%という性別に関して偏りのな

いデータを収集できた。 

 調査に際して、性別・年齢・最終学歴・住まい・

職業・雇用形態・世帯年収などのフェイス項目の

ほか、暮らし向き・イギリスへの滞在年数・趣味・

好きな音楽ジャンル・音楽行為・平均音楽聴取時

間・音楽への平均消費金額・好きな映画ジャンル・

階級を意識したか否か、自分が属すと考える階級

等を質問項目として使用した。 

 

 3-1 文化消費傾向においての調査仮説 

イギリス在住の日本人に関して、滞在歴が長い

ほど、自分が持つ文化資本に応じた文化消費傾向、

つまりイギリスのような幅広い文化的関与をする

幹部階級とハイカルチャーへの関与が欠如し嫌悪

を示す労働者階級のような文化的な差異があるの

ではないかと仮説を立てた。これを置き換えると、

滞在歴が長くかつ学歴や世帯年収が高いほどさま

ざまな趣味やジャンルを好む文化的オムニボア、

反対に滞在歴が長く学歴などが低いほどユニボア

やハイカルチャーを避ける傾向にあるのではない

かという仮説である。この仮説は日本での調査と

イギリスでの調査結果を踏まえたものである。 
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4.アンケート調査結果  

 4-1 イギリス在住の日本人に対する仮説に対

して 

 アンケート調査にて収集したデータをエクセル

にて加工し、SPSS に落とし込んで統計解析を行っ

た。イギリス在住の日本人に関して、滞在歴が長

いほど、自分が持つ文化資本に応じた文化消費傾

向にあるという仮説について検証していく。表 1

に関して、独立変数としてまずイギリスでの滞在

歴を 1年未満と 1年以上に 2値化し、世帯年収も

3 万 5 千ポンド未満と 3万 5 千ポンド以上に 2値

化した上で、これらをグループ変数として統合し

滞在 1年未満年収低・滞在 1年以上年収低・滞在

1 年未満年収高・滞在 1 年以上年収高の 4 つの変

数を使用した。そして従属変数として、15種類の

音楽ジャンルの中から好きな音楽ジャンルをマル

チアンサーで回答してもらったものに、該当すれ

ば 1、該当しなければ 0 として合計値を算出し、

音楽ユニボアが 1、弱ユニボアが 2〜3、オムニボ

アが 4〜5、強オムニボアを 6以上とした変数を使

用し、これらの２変数をクロス集計した。なお、

結果として使用するものはカイ 2乗検定より有意

水準が 0.05%未満のものに限定しており、統計的

に有意差が出たもののみを使用している。 

 

 結果として、まずオムニボア傾向にあるのが滞

在年数関係なく世帯年収が高い層であるというこ

とがわかる。これは日本人が全体的にオムニボア

傾向であるという片岡の結論を完全に支持できる

とは言えない結果になり、ピーターンンらが実証

した卓越化のための文化的オムニボア説が支持さ

れる形となった。 

 また、同じ世帯年収が高い層でも、滞在歴が長

くなるほどオムニボアの割合が増えかつ強オムニ

ボアが出現する結果となった。これはイギリス在

住の日本人に対する仮説を支持する結果になった

と言えるだろう。そしてこの結果から、イギリス

に長くいれば長くいるほどイギリス人と同じよう

な文化消費傾向になっていくことがわかり、ここ

からは予測であるが海外に滞在する時間が長いほ

ど、卓越化の基準が移り住む国のものに順応して

いくということが考えられる。しかし、今回の調

査は母数の少なさや対象者の偏りなどもあるため、

決定づけるまでの考察はできないことに留意した

い。 

 また、省略はしているものの、同調査によって、

日本人にも階層的な文化消費傾向が見られ、そし

てピーターンンが見出したような、エリートほど

多種多様な文化や趣味ジャンルを好み、嫌わない

という傾向も日本人に対して検出された。 

 

5.インタビュー結果・分析 

 インタビュー調査にてあらかじめ定めていた質

問項目は以下の通りである。 

・経歴 

・海外経験の有無 

・英国滞在の理由 

・現在の活動 

・将来の展望、計画 

・本来の計画や、渡英前の想像との違い 

・日本人コミュニティへの所属状況と理由 

・インターネット上や趣味としての日本文化との

交流状況 

・渡英後に日本への愛着は強くなったか。 

・生活の中で疎外感を感じることはあるか。 

・生活の中で階級を意識することはあるか。 

 

 5-1 調査対象者の背景 

①職業：大学教授、英国滞在期間：10年以上

（間に他国への転勤含む） 
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・日本の大学卒業後、日本で 3年ほど勤務し、そ

の後は外資系企業に勤めながらイギリスで語学研

修を受講するなど、日本とイギリスを行き来して

いた。 

・英国人と婚姻し、現在は英国在住。 

・生活のベースはイギリスで、日本は年に 1、2

回ほど訪れる。 

・中学生の頃に語学留学として 1ヶ月ほどイギリ

スに来た。中学校ではハワイでの研修に参加でき

る機会もあったがそちらに参加する代わりにイギ

リスに来ることを選んだ。 

・高校の頃には、行政が提供するプログラムを利

用してオーストラリアに 1ヶ月ほど交換留学をし

ていた。以前と異なるところに行きたいと感じた

ため、オーストラリアを選んだ。 

・研修以外にも、日本での普段の生活の中で外国

人や駐在員と触れ合う機会があり、カルチャーシ

ョックはなかった。英語自体には、映画を見てい

たことも含めて強く興味を持っていた。 

 

②職業：求職中、英国滞在期間：2ヶ月 

・大学卒業後、1年弱アルバイトをした後に渡

英。 

・今回が 5回目の渡英で、YMS(Youth Mobility 

Scheme:英国における就労を目的としたビザ)を用

いている。 

・以前に 2度語学留学でイギリスを訪れており、

それぞれスコットランドとロンドンに留学してい

た。 

・両親がロンドンに駐在しており、ロンドンとの

関係が強かった。 

・大学 1年次に語学留学でスコットランドを訪れ

た際には、チャレンジするという気持ちと同時

に、否定的な気持ちも持っていた。 

・スコットランドでの語学留学は非常に楽しかっ

た。外国人の友達ができて、自分と異なる文化を

経験する中で、当たり前が当たり前ではないこと

に気づいた。 

・その経験もあり、在学中に交換留学を決意した

が新型コロナウイルス感染症の影響で実現しなか

った。 

・そのリベンジの意も込めて今回、YMS を用いて

の渡英を決めた。 

 

③職業：ヘルスケア、英国滞在期間：9ヶ月 

・高校卒業後 5年半ほど日本で勤務した後に渡

英。 

・YMS を用いての渡英。 

・高校卒業後、国際シェアハウスに住み、そこで

の生活が非常に楽しく、新しい価値観をたくさん

学ぶことができ、海外で仕事をしたいと考えるよ

うになった。 

・それ以前は、海外に興味はなく、英語も勉強し

ていなかった。 

・その後フランスに旅行に行き、そこでヨーロッ

パにもっと長く滞在したいと思うようになった。 

・そのため YMS に応募し、抽選に当たったことを

きっかけに渡英。 

・英語圏ならば他の国でも良かったが、一番仕事

に集中できるビザが YMS であるため、それを理由

にイギリスを選んだ。 

 

④職業：金融、英国滞在期間：1年 

・高校卒業後、アメリカの大学に進学。2年制大

学に行き、その後 4年制大学へ編入。大学卒業後

2年ほど日本で勤務した後、婚姻相手のイギリス

への転勤を機に渡英。 

・現在は、イギリスの金融系企業に勤務してい

る。 

・研究や勉強に向き合いたいと考えており、また

新しいことに挑戦したいという気持ちがあったた

めアメリカの大学に進学した。 

・それ以前に、カナダに修学旅行で行ったことが

あり、その影響もあってチャレンジをしたいと考

えるようになった。 

・海外に興味があったというよりも新しいことや

違う経験をしたいという気持ちが強かった。 

 

⑤職業：学生、英国滞在期間：1年 

・高校卒業後、アメリカの大学に進学。現在は、
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イギリスの大学院に在籍中。 

・初めからイギリスの大学院に行きたかったわけ

ではなく、ファッションと経済とマネジメントが

融合したものを学べる大学院をアメリカやフラン

スなどの他国も含めて探した結果、現在の大学院

に決めた。 

・ただ、イギリスはファッションやアートが有名

であり、それに特化した大学も多くありそこに魅

力を感じた。 

 

 5-2 インタビューまとめ 

  5-2-1 日本との交流とアイデンティティ 

 「子供が 2人いるんですけど、子供の教育のた

めにも、日本語をキープしてもらいたいのがあっ

たので、毎年日本に 6週間から 8週間帰ってまし

たね。夏の間、帰ってました。彼らには、地元の

幼稚園、小学校、中学校まで入れていただいて、

体験入学という形で。で、語学というよりも、日

本の授業内容、日本でどういう風なことを学んで

るか、そういうのを体験してもらいたくて、ずっ

と入れてます」（大学教授、女性、10年以上） 

 「日本は便利だし、安いし、暮らしやすいし、

まあコミュニケーションも問題ないし。うん、な

んなら 1番好きな国ではあるかも」(求職中、男

性、2ヶ月) 

  「 （日本とイギリス）両方を知ってて、両方の良

さをこうピックアップして自分が入れたら 1番い

いわけじゃないですか。だから結果的に日本はよ

り好きになって、日本に住みたいとも思う」（ヘル

スケア、男性、9ヶ月） 

 「根底として多分海外生活というかがすごく好

きとか、海外に住むのが大好きっていうタイプで

はないので（中略）自分のプライベートだったり

とかパーンナルな時間っていうのを考えた時に、 

やっぱり家族とか友達が多い日本に戻りたいなと

自然に思う」「日本人の友達がほとんど、8割ぐら

い日本の友達だと思います」「日本に対して、改め

てこう、すごい好きになったとか愛着湧いたみた

いなのは、アメリカにいた時の方が、初めて海外

に行った時の方が （強かった）（中略）単純に日本

に帰りたいなみたいな気持ちはすごくある （中略）

ロンドンに来て、初めてそういう気持ちが湧いた

っていう感覚はないです」（金融、女性、1年） 

  「なんか、日本が恋しいみたいなのはあります。 

メディアとかは、YouTube はほとんど日本のもの

見たりっていうのが多い」（学生、女性、1年） 

 

  5-2-2  イギリス社会と日本社会 

 「ここの国って、浪人しても、コースを変えて

も、 何歳になっても勉強することはいいことみた

いな感じで取られてるんで、その授業のクラスの

中には、もう何歳も上の子もいればっていうのは

平気でいるんですよ。でも日本だとみんな一律で

同じ学年ですよね。だから、そういう意味では勉

強しやすい環境ができてるのかなとは思いますね」

「移民の方々もいるし、あと、ほんとに人のこと

はあまり関係ないんですよね。個人主義なんです。

ほんとに。いい意味でも悪い意味でも」「イライラ

する時もあるけれども。だけれども、だからって

どうするみたいな感じはない。いい意味でも悪い

意味でも。だから、そういう意味で考えると暮ら

しやすいのかもしれないですね。世間体を考えな

くていいっていうのは」「イギリス人はどちらかと

いうと日本人に近いんで、（思ったことをすぐに）

言わないこともあると思います」（大学教授、女性、

10年以上） 

 「日本は割と、レール社会というか、小中高も

ストレートに行って(中略) それが窮屈って感じ

てる部分も正直あったかなと」「人と人って意味

ではちょっと日本と近いところがあって、あんま

りグイグイ距離感近くないし、なんか遠回しな言

い方したりとか、すぐすいませんとか言ったりす

るのは、まー、日本とちょっと似てる。相手を尊

重した文化があるなと思っている」(求職中、男

性、2ヶ月) 

 「日本はこう、なんか同調圧力がすごいあって

人と違うことをする人がちょっとネガティブ。そ

のチームからこう外れていく、新しいことをする

人に対してネガティブな感情があるな」（ヘルスケ

ア、男性、9ヶ月） 
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  5-2-3 イギリスの階級と疎外感 

 「階級っていうのは多分根強く残ってると思い

ます。この国には」「バーミンガムより上が北で、

バーミンガムより下が南って言われてるんですけ

ど、やっぱり所得の違いもあるし、そういう意味

ではバーミンガムより上は結構昔から移民、イン

ド系とか中国系とか、あとは白人が多かったりと

かするんですけど、バーミンガムより下は結構い

ろんなところが混ざっていると言われてますね。

もちろん一概には言えないですけど」（大学教授、

女性、10年以上）  

 「階級は、スーパー（マーケット）が 1番顕著

に出るとこなんじゃないかな」「意識しなかった

ら別にすごい気になることではないけど、ちょっ

と意識してみたら随所に見られるな」(求職中、

男性、2ヶ月) 

 「外国人にとっては多分そんなにないんじゃな

いかって思いますけどね。自分は感じたことはな

いですね」（ヘルスケア、男性、9ヶ月） 

  「多分疎外してるわけではないけど、感じる（中

略）人間関係がやっぱり深くなっていかないこと

に、最初すごい疎外感とか焦りを感じたりとかし

ました。でも単純にそれって文化の違い」「階級は

感じますね」「名前にミスターとか、ミスとかミセ

スとかドクターとかってつけると思うんですけど、

その項目がやたら長い。 それを見た瞬間に、もう

「イギリスっぽいな」と思った（中略）でもだか

らといって私が外国人の労働者だから差別される

っていうことはないですね」（金融、女性、1 年） 

  「（疎外感は）全然、あります。アジア人だから

っていう疎外感もありますし、あと新しい地なん

で、言語っていうよりは、見た目での疎外感って

いうのはあったりしますね。言語も全然あると思

うんですけど、 （自身が）フレンドリーに行くタイ

プじゃないんで、日本帰りたいなとか、日本はし

ょっちゅう帰ったりします」「正直、あんまり考え

たことはないですけど、やっぱり自分がファッシ

ョンやってるんで、 カバンとか、着てる服とかで

階級はわかるかなっていうのは思いますね」（学生、

女性、1年） 

 

5-3 インタビュー分析 

 インタビュー調査からも見られたように、日本

人は「日本人」であるというアイデンティティを

意識し続けており、国境を越えたからといってナ

ショナルトランスなアイデンティティが形成され

るわけではないことがわかった。   

 また、インタビューの中で日本社会に受ける印

象として「世間体」、「レール社会」、「同調圧力」

などのワードが出た。これらの言葉はインタビュ

ーの中で非常に意識的に用いられており、対象者

達が日本社会に「窮屈」と感じる要因となってい

た。 

 階級については、インタビュー調査から、日常

生活の中でかなり意識される機会が多いことがわ

かった。アンケートでも 49%(47/96)が階級を意識

したことがあるという結果となったことから、階

級という社会構造があるということはできるだろ

う。しかし、「外国人にとっては多分そんなにない

んじゃないか」、「文化の違い」という言葉が出た

ことに加え、階級によって不利益を被ったという

意見はみられなかった。 

 

6. 結論・考察 

 イギリスの滞在歴と文化消費の関連について、

仮説を裏付ける結果となったわけであるが、都合

上結果は一部抜粋に留めているとはいえ、今回は

有意差が出た項目が少なく、強く結論付けられる

結果とはならなかった。これは、実際に行ったイ

ンタビュー調査がヒントになると考えている。イ

ギリスだけでなくアメリカに滞在したことがある

方の匿名でのインタビューにて、「違うコミュニテ

ィ同士で混ざるみたいなことが、イギリス社会っ

て少ない。多分そういうのって階級の名残りとか

があるのかなって」 （金融、女性、1年）とおっし

ゃっていた。これはイギリスの文化的な問題かも

しれないが、アメリカと比べてイギリス人は多く

のコミュニティに関わることがなく、仮に日本人

がイギリスに飛び込んでも、例えばビジネスの場
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のように必要最低限のコミュニケーションしか取

らないことが多い。そういった点でも、イギリス

という階級的な社会が残る国に移り住んでも影響

を受けることが少ないという可能性は排除できな

い結果となった。 

 藤田は「インフォーマントたちが「日本人」と

いう単一の国民・民族・人種アイデンティティを

深く内面化している状態を考えると、トランスナ

ショナル・アイデンティティを形成する可能性は

低い」としており、冒頭で「国民全体が共通の幻

想を抱くことが難しくなっている」と述べたが、

グローバル化が進む現代においても他の先進国と

異なり日本ではまだ「共通の幻想」が残っている

と捉えることができるのかもしれない（藤田

2008:232）。インタビューでも強調されることとな

った、周囲と同じであることを暗に強いられる「同

調圧力」は「共通の幻想」を日本に残し続けてい

る原因となっているのではないだろうか。 

 階級に関しても、前章で記載の通り、インタビ

ュー内で「外国人にとっては多分そんなにないん

じゃないか」、「文化の違い」という発言が見られ

た。英国日本人社会は駐在員、YMS、学生がメイン

となって構成されており、その場に定住して子へ

孫へと次の世代に経済状況を共有していくインド

系、中国系、アフリカ系などとは様相が大きく異

なる。近年行われている階級に関する調査では、

職業よりも経済資本が重要視されているように、

経済資本は階級を規定する重要な要因である。そ

れが一定に固定されない日本人は、階級構造の中

に組み込まれているということができず、かえっ

て「日本人」であることが強調され、現代におい

てもナショナルなアイデンティティが形成される

結果となっているのではないだろうか。 
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